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〔あらまし〕 本研究は，状態変化による質量や体積の変化を容易に調べることができる教材を開発し，

実験で得られた確かな事実を基に，微視的な見方や考え方を養っていくことができたかを，

中学校第１学年の単元「身の回りの物質」の実践を通して検証した。 
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１．はじめに 

中学校第１学年の単元「身の回りの物質」では，

粒子のモデルと関連付けながら状態変化を学習す

る。その中で，状態変化によって物質の体積は変化

するが質量は変化しないことを見いだすことが大

切になる。その際，液体⇔固体の状態変化について

は，従来，ろうを用いて調べることが多かった。た

だ，加熱や冷却に時間がかかったり，体積の変化を

表面のへこみ具合からとらえる必要があったりす

るなど，取り扱いが難しかった。その問題点を改善

するために，身近な物質であり，融点が低いラード

を用いた教材を開発し，微視的な見方や考え方を養

う指導の充実を図ろうと本実践を行った。 

２．実践 （第１学年の単元「身の回りの物質」） 

（１）教材の開発 

先述の通り，ろうを用いた実験の問題点を改善す

るために，身近な物質であり，融点が低いラードを

用いることで，加熱や冷却を容易にした。体積変化

については，ラードを入れたガラス管付試験管を作

成し，お湯で温めたり，氷水で冷やしたりする中で，

体積の変化を繰り返し調べさせことにした。ガラス

管付試験管に入れることで，液面の変化で体積の変

化をとらえやすくした。また，一人一人が確実に事

実を得たり，複数の事実から考えたりすることがで

きるようにするため，一人一実験とした。 

（２）授業の実際 

＜事象提示において＞  

これまでの実践のように，エタノールが入った

袋にお湯をかけると膨らむ様子を見させると，体

積の変化には着目しやすいが，質量の変化に着目

することは難しい。よって本実践では，液体のラ

ードに固体のラードを入れる事象提示を行い，固

体のラードが沈む事実から密度に着目させること

で，質量や体積を考える必然を生み出した。また，

密度の学習では，同体積で条件制御して，質量の

違いを調べ比較しているのに対して，本時は同質

量で体積が違う場合を考える。習得したことを繰

り返し活用させることで，既習事項を確実に身に

付けることにつながると考えた。 

＜考察の場面において＞ 

液体と固体では質量は同じであるが，液体より固

体の方が体積が小さいことから，密度が大きいこと

を見いださせる必要があった。ただ，同質量で体積

が異なる場合を考えるのは初めてであるため，密度

の違いを考えることに難しさを感じる子どもがい

た。だからこそ，液体と固体のラードを粒子のモデ

ルを用いて表すことで，全体の数は変わらないが，

同じ体積分を考えると粒子の数が異なることから，

密度の違いを明からにすることできた。 

＜終末事象について＞ 

日常生活の中では，水に氷を入れると氷が浮く事

実の方が身近である。よって，終末では，ラードと

同じように，液体のろうに固体のろうを入れ，固体

のろうが沈む事象を提示することで，まずは一般化

を図った。そして，水に氷が浮く様子を見せ，ラー

ドやろうの場合とは異なることに気付かせた。 
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